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�．モンゴルの歴史、日本との関わり

����年 モンゴル帝国 ����年 人民革命

����年ノモンハン事件 ����年 外交関係樹立
�モンゴルでは「ハルハ河戦争」と呼ばれている
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����年 ｶｼﾐｱ工場支援
民主化運動
⇒����年 モンゴル国

����年 協力隊派遣
����年
外交関係樹立 ��周年
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣 ��周年
-���事務所 ��周年
日本センター ��周年



基礎情報（����年�）

人口：���万人
面積：������万N㎡（日本
の約４倍）
首都：8%市（���万人）
（全人口の約���）

政治体制

政体：共和制（大統領制と
議院内閣制の併用）
大統領：（人民党）フレル
スフ大統領
（����年�月～）
首相：（人民党）オヨーン
エルデネ首相
（����年�月～）
＊次期国会選挙は����年、
大統領選は����年

��モンゴル国家統計庁（162）������ほか

�．モンゴルの現状と課題

既設鉄道

タバントルゴイ炭鉱（77�

オユトルゴイ銅・金鉱山（27�

ロシア
輸入の����％�
石油製品のほぼ全量、電力供給の一部を依存。

中国
輸出の72.5％� 、輸入の�����
輸出入とも最大のビジネスパートナー
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現在のモンゴル

円借款による新しいチンギスハーン国際空港 教育熱心、日本式教育も人気（＠新モンゴル学園）

����������による行政サービスの提供 ドライブスルー方式のコロナウイルス簡易検査



主要経済指標

出典：����������������������������������������������������、他

名目GDP 131.5億ドル（2020年、国家統計局（NSO））

（一人当たり） 4,167ドル（2020年、NSO）

失業率 9.9％（2020年平均、NSO）

貿易総額 128.7億ドル（2020年、NSO）

（輸出） 76億ドル（2020年、NSO）

主要貿易品目：鉱物資源（石炭、銅精鉱、蛍石）、牧畜産品（カシミア、皮革）

主要貿易相手国：中国、スイス、シンガポール、イギリス、ロシア

（輸入） 53億ドル（2020年、NSO）

主要貿易品目：燃料、機械設備・電気製品、自動車・航空機、金属製品、食品

主要貿易相手国 ：中国、ロシア、日本、アメリカ、韓国

通貨単位 トゥグルク（MNT）
1ドル＝2,813.29トグログ（2020年平均、モンゴル銀行）

会計年度 1～12月
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0�E���P（モビコム）
Ø ����年��月に住友商事と.���がモンゴルニューコムグループと合弁で「モビコム」を設
立。市場シェア���弱を占めるモンゴル最大の携帯電話事業者。

.KD���D��（ハーンバンク）（旧モンゴル農業協同組合銀行）
Ø ����年�月、当時の+6証券（現在の澤田ホールディング株式会社）がハーン銀行の株式

���％を取得。モンゴル最大の資産を誇る商業銀行に成長。

その他
Ø 商社（三菱、三井物産、伊藤忠、住友、丸紅）
Ø 銀行（三井住友、三菱8)-）
Ø �7：電通データアーティストモンゴル、ユニメディアなど。
Ø 製造業・農牧業・小売り等：賛光精機（コピー機販売、太陽光パネル製造）、新潟農商
（精米プラント）、キャンドゥ（小売業）、ファームドゥ（野菜生産・販売、太陽光発電）
など。

！日本製品への信頼は厚く、一度シェアを獲得すると有利

��� �海外進出日系企業拠点数調査（令和元年版）より

在留邦人数：���名 ＊外務省海外在留邦人数調査統計（令和元年度版）より

貿易額（����年）：約�����億円（日→モ：約���億円、モ→日：約����億円）
主な輸出品 （日→モ）自動車、一般機械、建設・鉱山用機械

（モ→日）鉱物資源（蛍石）、繊維製品、一般機械

！����年�月：モンゴル初の経済連携協定（(3�）が発効

日本企業の投資・進出動向日本企業の投資・進出動向

�



１．鉱物資源の持続可能な開発・資源収入を支える体制の未整備

Ø����年代～����年代前半に鉱物資源開発により急成長達成。

→その後、資源価格下落等で一時期経済低迷。

→����年代半ばからは資源の採掘量増加が見込まれる

→���P D�� E�V� ���O�脱出のための資源収入の適正な管理、

健全なマクロ経済運営が課題

Ø首都への人口集中と首都郊外（ゲル地区）の無秩序な拡大

Ø慢性的な渋滞、郊外の都市インフラ（上下水道、熱供給網等）の未整備

→環境に配慮した都市計画が課題

�．ウランバートル市への人口集中に伴う都市問題の顕在化

�

�．モンゴルの課題



�．拡大する経済格差と基礎的社会サービスの低迷

Ø経済格差拡大。特に地方の貧困層の流入による都市部の貧困率の上昇。

Ø若年労働者の就職難、失業率の高止まり

→基礎的社会サービス（基礎教育、保健・医療、社会福祉）の充実、

産業の多角化（特に雇用吸収力の高い産業の育成）が課題

�中心部のアパート地区と周縁部のゲル地区 ゲル地区の共同水栓



日本モンゴル教育病院（医科大学付属モンゴル日本病院に
改称）�無償資金協力＋技術協力�

Øモンゴル初となる大学付属病院
Ø����年夏に完工。総事業費約��億円。
Ø①病院運営・医療サービス提供体制の確立、②医師・看
護師の研修の運営強化、カリキュラム・教材改善に関す
る技術協力をあわせて実施中。

��

�．-���の支援事例



工学系高等教育支援事業�有償資金協力�（0-((�）

Ø ����年/��調印、承諾金額約��億円。
Ø 工学系高等教育機関（モンゴル国立大・モンゴル科学技術大）の機能強化お
よび日本への留学を通じ、工学系産業人材の育成を図る事業。

Ø 主な対象は機械工学、土木・建築、電気・電子など、将来的な産業のニーズ
に備えたもの。

Ø ①学部教育の質向上を目指した本邦大学とのツイニング・プログラム（��名
��期）、②教員の教育・研究能力強化を目指した日本への留学（博士��名、
修士���名、ノンディグリー���名）・共同研究、③即戦力育成を目指した
日本の高等専門学校への留学（��名��期）を実施中。

��



• 提案団体：特定非営利活動
法人 ワークフェア

• 国立高齢者介護開発セン
ターの介護技術習得支援

⽅
⽤

• 提案団体：東京工業大学

• デジタル教員研修教材の
開発・活用

��出典：����������������������������������������������������



0��-D 6�D���S�����O��D����3��J�DP������VS��V�����
�29�����

• ���/の子会社D������社、モンゴル日本人材開発センターと
連携。

• ���社の応募の中から遠隔医療�社、遠隔教育�社、ビジネス
サービス�社の計�社を支援。

��
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�．雑感�モンゴル人と付き合ってみて�）

�
� �

�� �� ��



独立行政法人国際協力機構
モンゴル事務所、東・中央アジア部 東アジア課

7(/��モンゴル事務所：��������������（東・中央アジア部：������������）
)����モンゴル事務所：��������������� （東・中央アジア部：�������������）
(�0��/��モンゴル事務所： �JBR�RBUHS#MLFD�JR�MS（東・中央アジア部： �U�HD#MLFD�JR�MS�

★モンゴル ビジネス環境ガイド（����年�月発行）は以下85/にてダウンロード可能。
K��S��������MLFD�JR�MS��R�JROLD�RIILFH�DF�L�L�LH��H��LUR��H��BJXL�H�L��H��K��O

★投資環境関連情報
K��S��������MLFD�JR�MS�SUL�BSDU��HU�FD�H�ILHO��L��H��K��O��RX�KL

★-����モンゴル事業実績（�����������時点）は、以下85/参照。
K��S��������MLFD�JR�MS��R�JROLD�RIILFH�R�KHU��NX��ST������F�TH�D��������S�I

★事業の最新動向はフェイスブックでも公開しています！
K��S��������IDFHERRN�FR��-����0R�JROLD�����������������

��



MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

JICAビジネス交流支援専門家
中村 功



MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

中村 功（なかむら こお）
独立行政法人 国際協力機構（JICA）
ビジネス交流支援専門家



MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

海外 現地情報 JICA

モンゴルセミナー
資料をclick



MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

https://mongol-japan-center.tumblr.com/

@Mojcbiz

https://www.facebook.com/MOJCBiz

https://www.youtube.com/channel/UCBrSdFTDxuslb2nwplz_reA

ブログ

是非チャンネル登録
お願いいたします！
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MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT
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MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

モンゴルの総人口およそ3,300,000人

ウランバートルの人口
およそ1,600,000人（およそ50％）

牧畜業で生計を立てる家族の数
およそ620,000人（およそ19％）



M
O
N
G
O
LI
A
–
JA
PA
N
C
EN

TE
R
O
F
H
U
M
A
N
R
ES
O
U
R
C
E
D
EV

EL
O
P
M
EN

T

❖
❖
❖

❖

❖
❖
❖

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

中国 台湾 韓国 ネパール フィリピン タイ ベトナム モンゴル

（法務省の統計データ等を基に独自に作成）

9.88人



MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

日本の労働市場が決して魅力的でないことをアジアの人たちは知っている
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モンゴルの人は『優秀である』とよく聞きます

（世界154か国中39位、日本は63.5％で43位）

モンゴルの人は教育熱心で、国際数学オリンピックなどで金メダ
ルを取る学生もいる。IQのコンクールなどには多くの学生が集い
ます。『学力がなければ出世はない』とも多くのモンゴルの方が言
われる言葉です。ですので、いわゆる高度人材としてモンゴル人
を雇用するというのが一番活用できる形ではないでしょうか？
また他のアジア諸国に比べ、日本語の会話能力に優れたモンゴ
ル人を、技能実習生として受け入れたり、高等教育の修了者を自
社の正職員として受け入れる企業は増えてきています。特に外見
が日本人と変わらないモンゴル人は、介護の分野での活躍が期
待されています。
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MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

一般的に言われる『良い意味での』評価 一般的に言われる『悪い意味での』評価
優秀、理系が強い、理論的である、真面目である、親
日的である、日本語（外国語）習得能力が優れている、
世話好き、突破力がある、金のためだけに動かない、
身体能力が優れている、特に個のスポーツの分野で
は優れた能力を発揮できる、おおらかで細かいことを
気にしない、いい意味でも悪い意味でも独立心が高く
プライドが高い、祖国愛が強い、お年寄りを大切にし
ようとする気持ちがある、家族意識・仲間意識が強い
いい意味でラテン系
いい意味で外国に行くと自分を出さず大過なくすませ
ようとする

飲酒による様々な問題、約束を守らない、時間を守ら
ない、恩義を表面に出すのが下手、謝らない、言い訳
が多い、個人プレーが多くチームワークが苦手、（特
に男性が）事務仕事が苦手、家族意識・仲間意識が
強く排他的である、仕事をすぐ辞めてしまう、休暇取
得意識が強い、挨拶ができない、報連相が苦手

悪い意味でラテン系
悪い意味で外国に行くと自分を出さず大過なくすませ
ようとする



MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT
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企業側にとってのデメリット 外国人にとってのデメリット

▪ 現在の企業体質を変化させ、外国人を受け入れることができるような
社内体制、企業文化を再構築する必要性がある

▪ 就労や実習のできる在留資格取得のための手続きが煩雑で、ノウハウ
の蓄積が必要

▪ 社内が良好に変化するとは限らず、外国人材を受け入れることによる
既存社員の反発などの可能性もあり

▪ 最近では外国人に限ったことではないが、労働に対する価値観の違い
から雇用したのにすぐ辞めてしまうなどの問題など

▪ 社員や実習生の意図的な失踪のリスクもありリスクコントロールを行
う必要がある（実際の罰則、風評リスク）

▪ 日本で就労した期間学んだ知識、技術が帰国後、ほぼ役に立たない場
合もある

▪ 日本の職場は自分の国の職場より規律などが厳しい場合が多く、自分
たちが働いていたように働くのが難しい

▪ いわゆるブラック企業に受け入れられた場合、経済的、精神的に受け
るダメージが大きい

▪ 在留資格によっては、家族の帯同が許されない場合もあり、家族に
とって辛い時期になる

▪ なれない外国で働くということによる精神疾患やアルコール依存症等
のリスク

MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

企業側にとってのメリット 外国人にとってのメリット

▪ 日本ではなかなか獲得できない優秀な人材、若い人材を確保できる可
能性がある

▪ 将来的に海外進出を図るのに外国人材が橋頭保となりうる
▪ 既存の企業体質及び社員の活性化
▪ 社内のグローバル化
（言語能力、異文化コミュニケーション能力、多角的な視点など）

▪ 受け入れた候補者にとって、良好な職場で会った場合、口コミなどで、
候補者がこぞって応募してくる可能性（募集経費の削減）

▪ ある程度の覚悟を持って、日本に来日するため、企業の努力次第では
長く働いてもらえる可能性がある

▪ 日本が好きな外国人にとっては、好きな国で働けるというメリット
▪ 母国で同様の仕事をするよりは給与がいいケースが多い
▪ 同じ海外で就労するのであれば、比較的治安の良い日本がよいと考え
る方もいる

▪ 場合によっては、帰国後に使えるスキルを習得できる場合がある
▪ 業種によっては日本語能力を向上させることができる可能性があり、
帰国後に就職先として日系の企業も選択肢に入れることができる



※ モンゴルの値に関しては、公式値ではありません。

権力格差 女性性/男性性
集団主義/個人

主義
不確実性の回避

日本 54 95 46 92

モンゴル 70 73 45 30
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ホフステードの国民文化モデルを使い検証してみた

モデル 内容 低い国の傾向 高い国の傾向

権力の弱い成員が、権力が不平等に分
布している状態を予測し受け入れてい
る程度

✓ ヒエラルキーは便宜上必要
✓ 分権やエンパワーメント
✓ 理想の上司は『コーチ』
✓ マトリックス管理、二人以上の上司への
報告が可能

✓ ヒエラルキーは重要
✓ 中央集権、指示命令
✓ 理想の上司は『親』
✓ 上司一人への報告が基本、マトリックスは
なじまない

誰のために行動する？
集団主義：
拡大家族や組織等、結びつきの強い
内集団を重視する
個人主義：
自分自身と直接の家族を重視

集団主義
✓ “WE”『私たち』
✓ 集団の意見
✓ 暗黙のコミュニケーション
✓ 面子を失う、恥
✓ 家族や所属集団への責任
✓ 職務より『人間関係』優先

個人主義
✓ “SELF, I”『私』
✓ 個人の意見
✓ 明白なコミュニケーション
✓ 自尊心の喪失、罪
✓ 自分自身への責任
✓ 人間関係より『職務』優先

競争原理の中で、業績、成功や地位を
重視するか、弱者への思いやりや、生
活の質を重視するか。

女性性が高い
✓ 生活の質や、他者への思いやり
✓ 目的や目標は変わる
✓ コンセンサス志向
✓ 生きるために働く
✓ 不運な人への同情

男性性が高い
✓ 業績と成功、地位や秀でる
✓ 目標やターゲットは不変
✓ 対立志向
✓ 働くために生きる
✓ 成功者賞賛

ある文化の成員が不確実な未知の状況
に対して不安を感じ、それを避けるた
めに信仰や制度を形成している程度

✓ 経験（JUST DO IT!）
✓ 実務家や常識への信頼
✓ 構造、規制は少ない方が良い
✓ 曖昧・不慣れを楽しむ
✓ 成功するためのリスクテイク
✓ ストレスが少ない

✓ 哲学(THINK BEFORE YOU DO)
✓ 専門家と専門性への信頼
✓ 構造、規制は感情的に必要
✓ 曖昧・前例のないことを嫌う
✓ 失敗しないためのリスクテイク
✓ 不安が多いためストレスが高い



我々は今後不確実性の中で生きなくてはならない
不確実性への耐性が必要となってくる

✓ Volatility（変動性・不安定さ）

✓ Uncertainty（不確実性・不確定さ）

✓ Complexity（複雑性）

✓ Ambiguity（曖昧性・不明確さ）
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1. どちらかというと、技人国での人材活用の方が向いている
2. 他のアジア圏と同様に、従業員は家族・、社長は父親の対応で
3. 男性は、現場リーダーや営業に。女性は事務職、管理職に向いている

1. モンゴルの人口は2020年時点で約330万人と、他のアジア諸国に比べると人口が少ない。
また、大学進学率も65％近くの高い進学率であり、日本語習得能力も他の追随を許さな
い。そうした条件を考えると、特定技能や、技能実習生（介護を除く）での招聘よりは
技人国での招聘を考えた方がよい

2. モンゴルも基本的に内向きの集団主義のため、企業に対する帰属意識は薄い。そのため、
従業員の家族への配慮や、従業員自身への家族的対応は必須である。また従業員の労働
に対する価値観も日本とは全く異なるため、そのための理解を十分にする必要がある

3. 男性はフィジカルが強く、突破力がある。女性は事務作業や、人事を管理することに向
いている。モンゴルではジェンダーギャップがほとんどなく、女性の管理職、経営者も
日本とは比べ物にならないほど多い。そのため、女性は出世の意欲が、男性は独立の意
欲が高い。そのため正当な評価を受けないと、退職の原因となりうる。



外国人にとってのメリット 外国人にとっての幸せな将来

▪ 日本が好きな外国人にとっては、好きな国で働けるというメリット
▪ 母国で同様の仕事をするよりは給与がいいケースが多い
▪ 同じ海外で就労するのであれば、比較的治安の良い日本がよいと考え
る方もいる

▪ 場合によっては、帰国後に使えるスキルを習得できる場合がある
▪ 業種によっては日本語能力を向上させることができる可能性があり、
帰国後に就職先として日系の企業も選択肢に入れることができる

• 自分の好きな国である程度の収入を得て、平和に暮らせる
• 必要に応じて、母国に対して祖国で暮らす家族を助けることができる
• 日本で学んだスキルを帰国後に存分に活かし、企業の中核的存在とな
り活躍できる

• 学んだ日本語や技術スキル、日本で培った人脈を活かし、起業するこ
とができる

• 自分がいた会社が、自国に進出してくれることにより、その企業の管
理者、経営者となることができる

• 祖国で比較的良い条件の日系企業に就職ができる

MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

企業側にとってのメリット 企業側にとっての幸せな将来

▪ 日本ではなかなか獲得できない優秀な人材、若い人材を確保できる可
能性がある

▪ 将来的に海外進出を図るのに外国人材が橋頭保となりうる
▪ 既存の企業体質及び社員の活性化
▪ 社内のグローバル化
（言語能力、異文化コミュニケーション能力、多角的な視点など）

▪ 受け入れた候補者にとって、良好な職場で会った場合、口コミなどで、
候補者がこぞって応募してくる可能性（募集経費の削減）

▪ ある程度の覚悟を持って、日本に来日するため、企業の努力次第では
長く働いてもらえる可能性がある

• 優秀な人材が将来的に管理者として成長し、会社の業務が拡大される
• 外国人材を橋頭保として、彼らの祖国や第三国に企業が進出し、事業
が拡大される

• 今まで、多様性がなかった社内に多様性が生まれ、既存の社員も活性
化され、社内に活力が生まれる

• 外国人とのコミュニケーションを通じて、既存の社員の語学能力、異
文化コミュニケーション能力、多角的な視点が養われる

• 自社の待遇や、働きやすさが口コミなどで有名になることにより、採
用、招聘経費が削減される

• 日本人、外国人双方にとって働きやすい職場になることにより人材の
流出が抑えられ、人手不足が解消される



MONGOLIA – JAPAN CENTER
OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT



参考事例

MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT



MONGOLIA – JAPAN CENTER OF HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT

私共モンゴル日本人材開発センターは
17年で築き上げた実績と公的機関ならではの信頼の
ネットワークを活かし皆様方の外国人材活用の
水先案内人そして転ばぬ先の杖となります

モンゴル日本人材開発センター
住所：Mongolia-Japan center building, Ulaanbaatar, Mongolia
TEL: 976-11-317528, FAX: 976-11-317528
総合受付メールアドレス：mjc@japan-center.mn

JICAビジネス交流専門家 中村 功（なかむら こお）
Mobile: 976-9909-7770
専門家メールアドレス：nakamura@japan-center.mn
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